
内
　
藤
　
風
　
虎
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文
　
学
　
サ
　
ロ
　
ン

一

　

は

　

じ

　

め

　

に

延
宝
期
の
江
戸
俳
壇
に
お
い
て
、
内
藤
風
虎
を
と
り
ま
く
一
つ
の
文
学
集
団

－
そ
れ
を
一
般
に
「
風
虎
サ
ロ
ン
」
と
呼
ぶ
－
が
具
し
た
役
割
は
、
大
き
な
も

の
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
註
1
）
。
ち
な
み
に
言
う
。
江
戸
俳
壇
の

主
流
を
な
す
も
の
は
、
こ
の
風
虎
サ
ロ
ン
の
一
団
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、

従
来
と
か
く
過
大
評
価
さ
れ
た
田
代
松
意
ら
『
談
林
十
百
故
』
の
違
衆
は
、
あ

く
ま
で
一
時
的
な
、
広
の
浅
い
汚
勤
し
か
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。内
蕗
風
虎
そ
の
人
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
す
で
に
岡
田
利
兵
籍
氏
の
「
内
藤

風
虎
」
　
（
国
語
と
国
文
学
、
昭
和
三
二
年
四
月
）
や
同
氏
「
内
幕
風
虎
・
内
藤

雷
清
」
　
（
明
治
書
院
版
『
俳
句
講
座
2
』
、
昭
和
三
三
年
一
一
月
）
が
あ
り
、

ま
た
風
虎
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
は
、
今
栄
蔵
氏
の
「
談
林
俳
詔
史
」
　
（
明
治
書
院

煩
『
俳
句
講
座
1
』
、
昭
和
一
二
四
年
七
月
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
大
路
の
位
琶
づ
け

が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
風
虎
サ
ロ
ン
の
果
し
た
役
割
が
大
き
け
れ
ば
そ
れ
だ

け
、
風
虎
サ
ロ
ン
の
実
態
を
よ
り
正
確
に
把
起
し
、
位
竃
づ
け
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

内
藤
風
虎
は
、
奥
州
岩
城
平
七
万
石
の
城
主
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
生

檀
　
　
上
　
　
正
　
　
孝

活
の
本
拠
は
岩
城
に
あ
っ
た
。
こ
の
城
主
の
感
化
に
よ
っ
て
「
百
人
近
い
家
中

俳
士
が
あ
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
。
『
桜
川
』
　
（
註
2
）
句
引
に
よ
れ
ば
、
岩
城

住
の
作
者
七
十
人
が
あ
り
、
こ
れ
に
隣
接
す
る
二
本
松
住
の
作
者
四
十
五
人
と

と
も
に
、
『
桜
川
』
作
者
群
の
主
項
な
一
部
分
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
「
奥
州
に
は
貞
門
俳
詔
が
早
く
か
ら
浸
透
し
、
磐
城
平
と
二
本
松
は
そ
の

二
つ
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
風
虎
は
正
に
そ
の
棟
梁
的
存
在
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
」
　
（
註
2
）

風
虎
は
、
ま
た
江
戸
に
も
邸
を
構
え
て
お
り
、
岩
城
と
江
戸
と
の
問
を
往
復

し
て
、
霹
政
に
努
め
て
い
た
。
江
戸
の
風
虎
邸
に
も
、
俳
人
た
ち
が
集
ま
り
、

こ
れ
が
江
戸
俳
壇
に
お
い
て
l
派
を
形
成
し
、
次
第
に
勢
力
を
も
っ
て
く
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
風
虎
サ
ロ
ン
」
で
あ
る
。

従
来
、
風
虎
サ
ロ
ン
の
名
称
で
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
す
べ
て
こ
の
江
戸
の
風

虎
邸
で
の
俳
諸
活
動
を
指
し
て
い
る
。
し
か
し
私
は
、
風
虎
サ
ロ
ン
の
範
囲
を

時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
、
も
っ
と
拡
大
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
一
は
岩
城
に
本
拠
を
お
く
前
期
サ
ロ
ン
で
あ
り
、
そ
の
二

は
江
戸
を
舞
台
と
す
る
後
期
サ
ロ
ン
で
あ
る
。
こ
の
両
者
を
同
じ
「
サ
ロ
ン
」

と
い
う
こ
と
ば
で
一
括
す
る
こ
と
は
、
あ
る
い
は
不
適
当
で
あ
る
か
も
し
れ
な
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い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
風
虎
を
と
り
ま
く
文
学
集
団
で
あ
る
点
に
お
い
て
は

共
通
性
を
も
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
便
宜
上
「
サ
ロ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い

る
の
で
あ
る
。
前
期
サ
ロ
ン
と
後
期
サ
ロ
ン
の
性
質
の
相
違
は
、
後
に
述
べ
る

と
こ
ろ
に
よ
っ
て
次
第
に
胡
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
俳
詔
史
の
上
か
ら
見
て

重
要
な
役
割
を
演
ず
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
江
戸
に
お
け
る
後
期
サ
ロ
ン
で
あ

る
。
し
か
し
、
サ
ロ
ン
の
語
喪
に
ふ
さ
わ
し
い
和
や
か
な
文
学
的
雰
囲
気
が
育

っ
た
の
は
、
岩
城
に
お
け
る
前
期
サ
ロ
ン
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
小
論
に
お
い
て
は
、
風
虎
の
俳
詔
活
動
に
即
し
て
次
の
四

つ
の
時
期
に
区
分
し
、
サ
ロ
ン
の
構
成
メ
ン
バ
ー
を
碑
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

風
虎
サ
ロ
ン
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
第
二
期
（
充
実
期
）
　
寛
文
七
年
か
ら
延
宝
二
年
ま
で
（
八
年
間
）

前
期
へ

第
一
期
（
形
成
期
）
　
万
治
二
年
か
ら
買
文
六
年
ま
で
（
八
年
間
）

後
期

竺
期
（
農
期
）
　
廷
宝
三
年
か
ら
延
宝
八
年
ま
で
（
六
年
間
）

第
四
期
（
崩
頃
期
）
　
天
和
元
年
か
ら
真
空
一
年
ま
で
（
五
年
間
）

時
期
区
分
の
目
安
を
元
せ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
期
は
、
風
虎
の

俳
讃
作
品
が
初
出
す
る
万
治
二
年
か
ら
、
風
虎
の
第
一
撰
集
『
夜
の
鏑
』
成
立

ま
で
の
八
年
間
と
す
る
。
第
二
期
は
、
『
夜
の
錦
』
成
立
後
、
第
二
撰
集
『
桜

川
』
成
立
ま
で
の
八
年
間
と
す
る
。
第
一
二
期
は
、
西
山
宗
因
束
下
の
延
宝
三
年

か
ら
、
松
江
稚
舟
が
没
し
た
延
宝
八
年
ま
で
の
六
年
間
と
す
る
。
第
四
期
は
、

天
和
元
年
以
後
、
風
虎
が
没
し
た
兵
事
二
年
ま
で
の
五
年
間
と
す
る
。

〓
　
風
虎
サ
ロ
ン
の
形
成

風
虎
サ
ロ
ン
の
第
一
期
は
、
万
治
二
年
か
ら
寛
文
六
年
ま
で
（
風
虎
四
十
一

歳
か
ら
四
十
八
歳
ま
で
）
の
八
年
間
と
す
る
。
こ
の
時
翔
の
特
記
す
べ
き
事
項

は
、
風
虎
が
俳
譜
を
嗜
み
、
繹
舟
・
真
因
・
季
吟
と
い
っ
た
大
家
と
密
接
な
交

渉
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
風
虎
の
第
一
控
集
『
夜
の
錦
』
が
成
立
し
た

こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

よ
し
ひ
ね

風
虎
は
、
万
治
二
年
の
『
御
点
取
俳
詔
胃
顆
集
』
に
、
本
名
の
責
概
を
も
っ

て
入
集
し
て
い
る
。
こ
れ
が
風
虎
の
俳
詔
作
品
の
初
出
で
あ
る
。
翌
万
治
三
年

ふ
と
こ
ろ
、
」

刊
の
松
江
錐
舟
編
『
恒
　
子
』
に
「
岩
城
衆
」
の
名
で
入
集
す
る
が
、
同
書
は

「
明
暦
二
年
三
月
に
着
手
、
三
富
月
余
で
完
成
し
た
と
い
う
」
へ
俳
書
大
辞
典
）

か
ら
、
風
虎
と
稚
舟
の
交
渉
が
生
じ
た
の
は
明
暦
二
年
以
前
と
推
定
さ
れ
、
風

虎
の
創
作
活
動
は
、
作
品
初
出
の
万
治
二
年
よ
り
さ
ら
に
数
年
さ
か
の
ぼ
っ
て

考
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

北
村
季
吟
と
の
交
渉
は
、
買
文
元
年
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
半
年
間
の
『
季

吟
日
記
』
　
（
註
4
）
中
に
、
風
虎
に
関
す
る
記
事
が
五
箇
所
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
明
ら
か
で
あ
り
、
と
く
に
七
月
十
二
日
の
記
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

十
二
日
　
け
ふ
奥
州
岩
城
に
お
は
す
内
露
左
京
亮
殿
の
御
内
磯
江
書
左
衛
門

肪
盛
も
と
よ
り
状
を
を
こ
せ
ら
る
巳
前
杯
和
男
も
ち
て
愚
句
と
も
見
た
き
と
の

給
し
ハ
何
や
ら
ん
集
作
ら
ん
た
め
に
と
の
断
也
是
即
左
京
売
殿
の
仰
せ
と
て
也

け
ふ
の
返
事
し
っ
撰
集
の
さ
ま
新
大
つ
く
は
作
り
し
心
は
へ
な
と
い
ひ
や
り
つ

こ
の
記
等
の
内
容
に
つ
い
て
、
岡
田
利
兵
衛
氏
は
　
「
「
何
や
ら
ん
集
」
は

『
夜
ノ
鏑
』
を
指
す
か
。
『
新
紀
犬
筑
波
集
』
は
前
年
の
万
治
三
年
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
編
集
ぶ
り
を
教
へ
た
も
の
と
忠
ふ
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

翌
寛
文
二
年
に
、
西
山
宗
因
が
岩
城
入
り
を
し
た
。
宗
田
の
『
松
島
一
見

記
』
　
（
松
島
紀
行
）
に
は
、
風
虎
と
の
交
遊
の
あ
り
さ
ま
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
前
後
か
ら
、
風
虎
の
第
一
撰
票
『
夜
の
錦
』
ゐ
編
集
が
具
体
化
し
た
ら
し
′

い
こ
と
は
、
さ
き
の
『
季
吟
日
記
』
に
秋
し
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
宗
因
は

自
分
の
代
理
と
し
て
、
門
下
の
松
山
玖
也
を
、
凰
虎
の
も
と
へ
派
遣
し
た
。
玖
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也
は
、
風
虎
と
ほ
ぼ
同
じ
年
令
（
註
5
）
で
、
趣
味
も
よ
く
一
致
し
風
虎
の
信

頼
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
、
寛
文
四
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
、
三
年
間
岩

城
に
滞
在
し
、
風
虎
の
撰
環
事
業
を
助
け
た
。
玖
也
は
、
こ
の
の
ち
寛
文
八
年

と
十
二
年
に
も
岩
城
へ
下
り
、
風
虎
の
そ
ば
に
あ
っ
て
、
第
二
撰
環
『
桜
川
』

の
編
票
を
助
け
た
が
、
そ
の
こ
と
は
次
項
に
述
べ
る
。

寛
文
六
年
成
立
の
『
夜
の
鏑
』
は
、
原
本
が
現
存
し
な
い
の
で
惜
し
ま
れ
る

が
、
、
さ
い
わ
い
桑
折
宗
臣
編
『
詞
林
金
玉
集
』
　
へ
廷
宝
七
年
成
立
）
の
中
に
、

一
〇
四
一
句
が
抜
翠
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
註
6
）
。
不
完
全
な
か
た
ち
の

抄
出
本
と
は
い
え
、
こ
れ
だ
け
で
も
優
に
一
冊
の
句
集
と
し
て
充
分
な
分
立
で

ぁ
る
。
さ
ら
に
水
間
描
徳
編
『
聖
字
幽
闘
倭
這
（
元
暇
五
年
刊
）
に
も
、
『
夜

の
鏑
』
か
ら
六
五
句
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
形
成
期
の
風
虎

サ
ロ
ン
の
様
相
を
、
あ
る
経
度
ま
で
推
察
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

詞
林
金
玉
莞
所
収
『
夜
の
鏑
』
は
、
句
数
一
〇
四
一
句
、
作
者
三
四
七
名
で

あ
る
が
、
こ
の
う
ち
『
桜
川
」
と
共
通
す
る
作
者
は
一
四
三
名
（
註
7
）
で
あ

る
。
差
引
き
二
〇
四
名
は
、
『
夜
の
鏑
』
に
人
傑
℃
な
が
ら
『
桜
川
』
に
入
集

し
な
い
作
者
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
当
時
ま
だ
無
名
で
あ
っ
た
芭
蕪
こ
と
松

屋
宗
房
一
句
、
桃
育
三
句
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
（
註
8
）
。

『
夜
の
鏑
』
　
（
寛
文
六
年
）
か
ら
『
桜
川
』
　
（
延
宝
二
年
）
ま
で
八
年
間
に

あ
る
い
は
死
ん
で
脱
落
し
た
若
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
佳
句
を
生
む
に
至
ら
な
か

っ
た
者
、
創
作
活
動
を
止
め
て
し
ま
っ
た
者
も
あ
る
で
あ
ろ
う
㌣
と
も
か
く
事

情
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
は
概
ね
、
五
句
か
三
句
あ
る
い
は
一
句

と
い
っ
た
少
数
入
集
者
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
風
虎
サ
ロ
ン
の
主
要
人
物
で
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
こ
の
時
期
に
風
虎
サ
ロ
ン
の
中
核
を
形
成
し
て
い
た
主
要
人
物
は
、

ど
ん
な
人
々
で
あ
っ
た
か
。
『
夜
の
鋪
』
は
原
本
が
現
存
し
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
片
鱗
を
と
ど
め
て
い
る
侵
か
な
資
料
を
も
充
分
に
活
用
し
な
く
て
は

な
る
ま
い
。
詞
林
金
玉
蔑
所
収
『
夜
の
錦
』
の
句
数
に
よ
っ
て
、
五
句
以
上
収
・

録
さ
れ
て
い
る
作
者
を
あ
げ
て
み
る
と
、
次
の
四
八
名
で
あ
る
（
第
一
表
）
。

－122－

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
×
×
○
×
〇
〇
〇
〇
×
〇
〇
〇
〇
〇
〇
×
×
○
×
×
〇
〇
〇
〇

（第　一　表）

43　内藤　風虎（岩　城）
40　松山　玖也（大　坂）
40　橋本　冨長（京）
23　伊勢村重安（大　坂）
21浜田　春艮〔大　垣）
19　松賀　紫環（岩　城）
18’江口　毘言（二本松）
16　木村　調和（江　戸）
16　長岡　這高（二本松）
16　水野　林元（二本松）
15　西山　梅翁（大　坂）
14　松江　維舟（京）
14　梶山　宗吾（大　坂）
13　伊勢村意朔（大　坂）
13　長坂　守常（岩　城）
13　武野　俊佐（大　坂）
13　境川、如白（岩　城）
12　北村　季吟（京）
12　校村　吟松（江　戸）
12　ノJ、野　愚侍（吉　田）
12　阿形　倶重（大　坂）
10　日野　好元（二本榎）
10　松江・宗唯（京）
9　半井　一六（二本榎）
9　大坂住一芥（大　坂）
9　杉野　雨云（白　河）
9　高島　立札（江　戸）
9　大坂住不醒（大　坂）
7　瞑並　一葉（摂　州）
7　斎藤　親盛（ニ本校）
6　浜田　春倫（大　坊）
6　井口　如貞（大　坂）
6　山川　正永（江　州）
6　井上　宗恒（大　坂）
6　林　　宗甫（郡　山）
6　神野　忠知（江　戸）
6　南　方由（堺）
6　斎藤　看我（二本榎）
5　片山　安之（江　戸）
5　荻野　安静（京）
5　西田　久任（大　坂）
5　赤接　資仲（江　戸）
5　釈　　秀長（江　戸）
5　畑山　勝之（堺）
5　機江　勝盛（岩　城）
5　釈　　任口（伏　見）
5　石田　来待（江　戸）
5　高井　立志（江　戸）



こ
の
よ
う
な
機
械
的
方
法
は
、
ま
こ
と
に
安
易
で
不
正
確
だ
と
い
う
批
判
が

お
こ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
し
か
に
第
一
表
に
示
し
た
句
数
は
、
あ
く
ま
で
も

抄
出
本
の
句
徽
で
あ
る
か
ら
、
原
本
収
録
句
数
と
異
る
こ
と
は
、
じ
ゆ
う
ぶ
ん

頭
に
入
れ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
原
本
収
録
句
数
は
、
抄
出

本
の
句
数
よ
り
ふ
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
減
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
第
一
表
の
句
数
は
、
「
少
く
と
も
こ
れ
だ
け
は
入
党
し
て
い
る
」
と
い
う

数
値
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
顔
ぶ
れ
を
見
る
と
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
風
虎
サ
ロ
ン
の
様
相
の

一
画
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
風
虎
四
三
句
、
玖
也
・
官
長
各
四
〇
句
、

つ
づ
い
て
重
安
・
春
艮
と
い
っ
た
大
攻
勢
、
紫
琶
・
些
言
ら
奥
州
勢
が
並
ん
で

い
る
。
全
体
的
に
大
坂
が
多
い
の
は
、
松
山
玖
也
が
実
質
的
に
編
集
主
任
と
し

て
尽
力
し
た
結
果
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
大
別
す
る
と
、
一
つ
は
宗
因
（
梅

翁
）
・
維
舟
・
季
吟
と
そ
れ
ら
に
つ
な
が
る
上
方
釆
俳
人
た
ち
。
一
つ
は
風
虎

を
棟
梁
と
い
た
だ
く
岩
城
・
二
本
松
な
ど
の
奥
州
帝
俳
人
た
ち
で
あ
る
。
こ
の

二
元
的
傾
向
は
、
次
の
『
桜
川
』
に
お
い
て
も
、
依
然
と
し
て
顕
著
な
現
象
で

あ
る
。
こ
れ
ら
『
夜
の
鋭
』
の
主
要
作
者
と
見
ら
れ
る
人
々
の
多
く
が
、
引
き

つ
づ
き
『
桜
川
』
に
健
在
で
あ
る
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
両
書
に
共
通
す
る
作

者
（
○
）
、
『
夜
の
錦
』
の
み
に
出
る
作
者
（
×
）
と
類
別
し
て
み
る
と
、
第

一
表
に
お
い
て
○
が
四
〇
人
、
×
が
八
八
で
あ
り
、
し
か
も
上
位
の
ほ
と
ん
ど

は
○
で
あ
る
と
い
う
傾
向
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
・
丁
。

な
お
江
戸
良
門
の
古
老
で
あ
る
来
待
や
玄
札
に
加
え
て
、
調
和
・
忠
知
・
立

志
ら
を
も
厚
遇
し
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
来
待
・
玄
札
は
『
御
点

取
俳
詔
百
類
集
』
の
点
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
風
虎
と
の
関
係
は
古
い
こ
と
が
わ

か
る
。
木
村
へ
岸
本
）
調
和
は
、
こ
の
寛
文
頃
す
で
に
新
進
の
実
力
者
と
し
て

次
第
に
覿
角
を
あ
ら
わ
し
は
じ
め
、
の
ち
延
宝
年
間
に
は
「
江
戸
で
最
大
の
努

力
を
托
し
、
芭
蕉
一
派
を
授
い
で
い
た
」
（
俳
詔
大
辞
典
）
の
で
あ
る
が
、
調
和

は
権
門
に
近
づ
く
こ
と
に
よ
り
大
量
の
門
人
を
蟹
得
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
謹

9
）
。
さ
れ
ば
調
和
に
と
っ
て
、
風
虎
サ
ロ
ン
は
最
も
よ
い
目
的
物
の
一
つ
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
白
炭
の
名
句
で
知
ら
れ
る
神
野
忠
知
も
、
早
く
か
ら
風

虎
サ
ロ
ン
の
一
員
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
の
ち
『
桜
川
』
に
五
十
六
句
入
環
す
る

ほ
か
、
『
奥
州
名
所
百
番
誹
詔
発
句
合
』
　
（
寛
文
十
二
年
）
や
『
六
百
番
誹
詣

発
句
合
』
　
（
延
宝
五
年
）
に
も
加
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
『
六
百
番
誹
訝
発
句

合
』
の
成
立
を
ま
た
ず
延
宝
四
年
に
没
し
た
。

風
虎
サ
ロ
ン
も
、
江
戸
を
舞
台
と
す
る
第
三
期
に
な
る
と
、
上
方
釆
俳
人
の

捕
捉
が
目
ざ
ま
し
く
な
り
、
逆
に
江
戸
貞
門
の
妖
々
子
・
不
ト
・
調
和
や
、
江

戸
談
林
の
松
琴
り
は
締
め
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
（
註
1
0
）
、
第
一
期
・
第
二

期
の
こ
ろ
は
、
ま
だ
そ
う
し
た
玩
現
な
排
他
的
性
路
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。

少
く
と
も
『
夜
の
鏑
』
　
『
桜
川
し
入
質
の
顔
ぶ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
傾
向

は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
多
種
多
様
な
作
者
屈
を
包
括
し
た
お
お
ら
か
さ

こ
そ
特
色
と
い
え
る
の
で
あ
っ
た
。

風
虎
サ
ロ
ン
は
、
こ
の
第
一
期
に
お
い
て
、
基
本
的
な
性
路
が
ほ
ば
形
成
さ

れ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
サ
ロ
ン
の
中
心
に
は
風
虎
と
そ
の
家
臣

ら
の
と
り
ま
き
運
衆
が
あ
っ
て
、
一
団
を
形
成
し
て
い
た
。
風
虎
は
、
先
進
の

上
方
俳
壇
中
で
も
第
一
流
の
繹
舟
・
宗
因
・
季
吟
た
ち
を
指
導
者
と
仰
ぎ
、
彼

ら
と
密
接
な
連
絡
を
と
っ
た
り
、
は
る
ば
る
岩
城
へ
呼
び
寄
せ
た
り
し
て
、
サ

ロ
ン
に
活
気
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
、
風
虎
と
い
う
文
学
愛
好
の
大
名
な
ら

で
は
出
来
な
い
、
ぜ
い
た
く
な
風
流
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
に
あ
っ
て
は
玖
也

は
、
風
虎
の
『
夜
の
錦
』
撰
集
を
助
け
つ
つ
、
風
虎
サ
ロ
ン
と
上
方
俳
壇
と
の

連
絡
を
は
か
り
、
か
ね
て
風
虎
の
相
手
役
と
し
て
サ
ロ
ン
の
運
営
に
も
意
を
用

い
た
と
思
わ
れ
る
。
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三
　
風
虎
サ
ロ
ン
の
充
実

風
虎
サ
ロ
ン
の
堕
一
m
は
、
寛
文
七
年
か
ら
延
宝
二
年
ま
で
（
風
虎
四
十
九

歳
か
ら
五
十
六
歳
ま
で
）
の
八
年
間
と
す
る
。
こ
の
時
期
の
特
記
す
べ
き
事
項

は
、
風
虎
を
中
心
と
し
て
た
び
た
び
句
合
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
、
風
虎
の
第

二
質
実
『
桜
川
』
が
成
立
し
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

ま
ず
、
句
合
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。
岡
田
利
兵
衛
氏
は
、
風
虎
が
句
合

を
好
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
先
人
の
談
合
の
感
化
で
あ
ろ
ケ
が
、
風
虎

の
成
績
が
優
れ
て
い
た
の
で
、
一
層
拍
車
を
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し

こ
の
企
画
が
多
い
点
か
ら
見
て
、
彼
の
俳
試
態
蛙
が
放
射
な
芸
術
と
し
て
よ
り

も
、
軽
い
遊
戯
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
言
っ

て
お
ら
れ
る
。
妥
当
な
見
解
と
思
わ
れ
る
。
ま
こ
と
に
句
合
は
、
真
剣
な
文
学

と
い
う
よ
り
も
、
楽
し
み
切
項
素
を
多
く
加
え
た
あ
そ
び
と
し
て
、
サ
ロ
ン
に

は
相
好
の
種
目
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

風
虎
サ
ロ
ン
に
句
合
を
と
り
い
れ
た
の
は
、
ま
ず
維
舟
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

甥
存
す
る
最
も
初
期
の
作
品
は
稚
舟
判
の
『
四
十
番
俳
試
合
』
　
（
寛
文
五
年
一

一
月
）
で
、
錐
舟
は
ち
ょ
う
ど
風
虎
に
招
か
れ
て
岩
城
に
滞
在
中
で
あ
っ
た
。

こ
の
句
合
に
校
江
宗
根
が
加
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
柁
舟
は
、
こ
の

岩
城
下
向
に
、
同
族
の
宗
嶋
を
伴
っ
て
い
た
ら
し
い
（
註
1
1
）
。
内
藤
風
虎
・

頂
江
膵
癌
・
松
草
撃
墜
蕗
川
如
白
・
山
本
武
純
と
い
っ
た
地
元
サ
ロ
ン
の
常
連

に
、
岩
城
で
二
年
目
の
冬
を
迎
え
る
松
山
玖
也
も
加
わ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。

左
右
達
衆
の
衆
議
判
に
よ
っ
て
勝
負
が
決
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、

こ
れ
ら
八
人
の
作
者
は
、
一
望
に
会
し
腰
つ
き
あ
わ
せ
て
、
こ
の
催
し
に
興
じ

た
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

右
の
『
四
十
番
俳
薔
合
』
は
、
こ
の
小
論
の
区
分
に
し
た
が
え
ば
、
風
虎
サ

ロ
ン
の
第
一
期
に
属
す
る
作
品
で
あ
る
が
、
以
下
、
第
二
期
に
入
っ
て
多
数
の

句
合
が
健
さ
れ
て
い
る
。
判
者
を
つ
と
め
た
の
は
、
主
と
し
て
季
吟
と
玖
也
と

で
あ
っ
た
。
季
吟
判
の
句
合
に
は
『
七
十
番
俳
詔
合
』
　
（
冤
文
七
年
以
前
）
、

『
二
百
番
俳
訝
発
句
合
』
　
（
寛
文
七
・
八
年
頃
）
　
『
百
五
十
番
誹
詔
発
句
合
唇

へ
冥
文
九
年
）
が
あ
っ
た
。
季
吟
は
、
直
接
そ
れ
ら
の
句
合
の
場
に
居
あ
わ
せ

て
判
定
し
た
形
跡
は
な
い
が
、
判
詞
を
依
萌
さ
れ
る
ご
と
に
、
れ
い
の
流
琵
な

文
字
で
清
封
し
、
風
虎
に
徹
上
し
た
。
天
理
図
霊
灯
戒
の
『
百
五
十
番
誹
謂
発

句
合
』
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
玖
也
判
の
句
合
に
は
『
百
番

俳
詔
発
句
合
』
　
（
買
文
九
年
）
、
『
奥
州
名
所
百
番
誹
謂
発
句
合
』
　
（
寛
文
十

二
年
）
な
ど
が
あ
る
。
玖
也
は
つ
ね
に
近
侍
し
て
い
た
の
で
、
風
虎
か
ら
句
合

の
判
者
を
仰
せ
つ
か
る
機
会
も
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

風
虎
主
催
の
句
合
に
選
ば
れ
る
作
者
は
、
主
と
し
て
凪
虎
と
り
ま
き
の
家
臣

俳
士
た
ち
か
、
京
・
大
坂
の
高
名
な
俳
人
た
ち
で
あ
っ
て
、
彼
ら
の
大
部
分
は

風
虎
編
『
桜
川
」
に
入
境
し
、
ま
た
風
虎
主
催
の
い
く
つ
か
の
句
合
に
重
ね
て

選
ば
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
季
吟
判
『
百
五
十
番
誹
討
発
句
合
』

で
は
、
作
者
三
〇
人
の
う
ち
二
八
人
ま
で
が
『
桜
川
』
入
愛
宕
で
あ
り
、
玖
也
判

『
奥
州
名
所
百
番
誹
討
発
句
合
』
の
作
者
二
〇
人
の
ど
と
き
は
、
二
〇
人
す
ヾ

て
が
『
桜
川
』
入
質
者
で
あ
っ
た
（
註
1
2
）
。
そ
こ
に
は
、
風
虎
サ
ロ
ン
の
縞

的
さ
れ
た
姿
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
第
二
期
の
総
決
罪
と
し
て
編
集
さ
れ
た
の
が
、
『
桜
川
』
で
あ
っ
た
。

『
桜
川
』
は
「
買
文
十
二
年
正
月
三
日
洛
下
季
吟
書
」
と
い
う
序
を
も
つ
が
、

成
稿
は
、
松
山
玖
也
の
故
に
よ
り
「
延
宝
二
叩
寅
年
五
月
仲
旬
」
で
あ
っ
た
。

『
桜
川
』
時
空
の
由
来
に
つ
い
て
、
蚊
に
し
る
す
と
こ
ろ
を
要
約
す
る
と
、

次
の
よ
う
で
あ
る
。
－
『
夜
の
錦
』
成
立
後
、
各
地
か
ら
集
ま
る
句
が
な
お

跡
絶
え
ぬ
有
様
な
の
で
、
再
募
葉
し
て
一
万
句
を
こ
え
る
数
と
な
っ
た
。
こ
れ
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ら
l
　
を
、
古
雷
百
二
十
七
郎
に
照
ら
し
て
等
類
同
意
の
句
な
ど
を
除
き
、
七
〇
三

六
句
（
実
際
に
は
七
〇
〇
七
句
）
と
し
た
、
云
々
。
玖
也
は
さ
ら
に
こ
と
ば
を

つ
い
で
　
「
い
に
L
へ
よ
り
違
俳
の
翼
九
の
牛
の
汗
す
ヾ
き
ま
で
お
は
か
れ

ど
、
か
く
ね
も
ご
ろ
な
る
た
ぐ
ひ
や
は
あ
る
」
と
大
見
得
を
き
っ
た
。
ひ
と
つ

に
は
風
虎
の
撰
嚢
を
た
た
え
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
ひ
と
つ
に
は
、
永
年

編
賃
の
任
に
あ
た
っ
た
み
ず
か
ら
の
労
を
ね
ぎ
ら
∴
ノ
気
持
も
こ
め
ら
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
『
桜
川
』
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
風
虎
サ
ロ

ン
の
充
実
ぶ
り
を
、
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

玖
也
は
、
環
中
最
多
数
の
四
五
二
句
を
入
境
し
、
続
い
て
風
虎
三
二
二
句
、

官
長
二
二
一
句
、
維
舟
二
〇
六
句
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
顔
ぶ
れ
は
、
さ

き
に
も
指
摘
し
た
と
お
り
、
多
く
『
夜
の
鏑
』
主
項
作
者
と
共
通
す
る
。
ち
な

み
に
『
桜
川
』
に
三
〇
句
以
上
入
賃
す
る
作
者
を
あ
げ
る
と
、
次
の
五
〇
人
で

あ
る
。
（
窮
二
表
）

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
×
〇
〇
〇
×
×
×
×
〇
〇
〇
〇
×
×
×
〇
〇
〇
×
×
○
×
×
×
×
×
〇
〇
〇
〇
×
○
X
 
X
○
○
×
○
×
×

（第　二　表）

桧山　玖也（大　坂）
風　　　虎（岩　城）
橋本　冒長（京）
枚江　錐舟（京）
水野　林元（二本校）
日野　好元（二本枚）
校賀　紫邑（岩　城）
長坂　守常（岩　城）
現川　如自（岩　城）
北村’季吟（京）
浅香　研思（岩　城）
小沢　衆下（二本校）
江口　琵言（二本榎）
椋梨　一撃（京）
矢吹　買晶（岩　城）
吉田　聞也（岩　城）
房満宝」以仙（大　坂）
内藤　未茨（二本榎）
釈　　任口（伏　見）
川路　緊常（岩　城）
中井　正成（二本松）
斉藤　如酔（二本榎）
柏木万年子（江　戸）
須田　東竹（江　戸）
小西　似春（京）
野間　政安（朝熊岳）
神野　忠知（江　戸）
北村　潤春（京）
吉岡　信元（福　山）
須番　之也（ニ本校）
武野　保僚（大　坂）
山井　概武（岩　城）
露　　　清（岩　城）
高野　的山（京）
下河部哺昔（二本榎）
宮内．友也（大　坂）
加青票　治問（岩　城）
育蕃　親霞（二本榎）
枝村　吟校（江　戸）
′j、池　又笑（二本校）
児玉　久茨（岩　城）
拇江　防塵・（岩　城）
坂倉　吉敢（竹　鼻）
太田　可政（竹　鼻）
延釈放扇子（熱　田）
西山　梅翁（大　坂）
尼崎佐野夫（尼　崎）
岡部　任幸（吉　田）
藤田　清俊（岩　城）
高橋　因元（金　沢）

－125－

崇
蒜
禦
蒜
1
8
1
豊
1
3
9
禁
霊
8
9
8
7
8
1
8
。
票
m
禁
6
1
6
。
禁
雲
5
1
霊
響
聖
讐
警
警
慧
芸
芸
器
蒜
7
票
3
4
m
禦
芸

『
桜
川
』
の
作
者
は
す
べ
て
八
一
五
人
、
句
数
七
〇
三
六
句
（
句
引
）
で
あ

る
が
、
右
の
上
位
五
〇
人
の
句
数
合
計
は
四
四
九
五
句
と
な
り
、
こ
れ
だ
け
で

既
に
全
句
数
の
六
二
％
を
占
め
て
し
ま
う
割
合
と
な
る
。
上
位
入
票
者
の
占
め

る
比
重
は
、
き
わ
め
て
大
き
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
を
住
国
別
に
し
て
み
る
と
、

岩
　
城
一
四
人
　
　
二
本
桧
一
一
人
　
　
江
　
戸
　
四
人

京
　
　
　
七
人
　
　
大
　
坂
　
五
人
　
　
そ
の
他
　
九
人

と
な
り
、
岩
城
・
・
二
本
髄
の
作
者
群
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
京
・

大
坂
は
上
位
入
隻
老
数
が
や
や
少
い
感
が
あ
る
が
、
全
体
的
に
見
る
と
、
京
一

〇
八
人
、
大
坂
八
五
人
で
、
作
者
屑
は
岩
城
七
〇
八
・
二
本
校
四
五
人
よ
り
も

広
い
。右
表
に
あ
げ
た
上
位
五
〇
人
の
う
ち
、
『
夜
の
錦
』
抄
出
本
に
の
る
者
○
印

二
九
人
、
の
ら
な
い
者
×
印
二
一
人
と
な
り
、
両
事
に
共
通
す
る
作
者
が
多
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
×
印
の
う
ち
何
人
か
は
、
『
夜
の
錦
』
原
本
が
出
現

す
れ
ば
○
印
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
○
印
の
占
め
る
割
合
は
、

い
っ
そ
う
大
き
く
な
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。



こ
れ
ら
重
う
ち
、
二
二
一
句
を
入
要
し
た
橋
本
富
長
は
、
『
夜
の
錆
』
に
四

〇
句
以
上
入
倍
℃
た
ほ
か
、
『
百
五
十
番
誹
請
発
句
合
』
や
『
奉
納
干
飯
野
八

時
宮
ノ
発
句
』
に
も
出
句
し
、
風
虎
サ
ロ
ン
の
有
力
な
一
員
で
あ
っ
た
が
、
恵

文
九
年
十
一
月
以
前
に
死
去
し
た
。
稚
舟
や
堕
言
が
『
桜
川
』
に
追
悼
句
を
寄

せ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
（
註
1
3
）
。
笠
寛
文
十
年
三
月
に
は
、
政

江
防
盛
が
死
去
し
た
。
勝
盛
は
、
か
つ
て
凰
虎
の
命
を
う
け
て
季
吟
に
手
紙
を

書
い
た
人
物
で
（
1
2
1
頁
参
照
）
、
『
四
十
番
俳
試
合
』
い
ら
い
古
く
か
ら
の
常

連
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
古
い
運
衆
が
去
る
の
と
入
れ
か
わ
り
に
、
新
し
い
違

衆
（
た
と
え
ば
、
風
虎
の
堅
一
子
毘
清
は
十
五
歳
で
『
奉
納
干
飯
野
入
暗
宮
ノ

発
句
』
に
初
見
、
『
桜
川
』
に
は
四
十
五
句
入
賃
）
が
加
わ
っ
て
、
風
虎
サ
ロ

ン
の
構
成
メ
ン
バ
ー
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
た
。
し

か
し
、
サ
ロ
ン
の
基
本
的
性
柏
は
、
あ
く
ま
で
第
一
期
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

次
に
『
桜
川
』
の
中
か
ら
若
干
の
句
を
あ
げ
て
、
こ
の
時
期
の
風
虎
と
そ
れ

を
と
り
ま
く
俳
人
た
ち
の
交
遊
の
あ
り
さ
ま
を
見
て
お
き
た
い
。

買
文
十
年
十
二
月
に
、
五
十
二
歳
の
風
虎
は
、
内
藤
家
六
代
当
主
と
し
て
、

家
督
を
相
続
し
た
。
岩
城
の
育
藤
如
白
、
京
の
校
江
腔
舟
、
そ
れ
に
北
村
季
吟

・
湖
春
父
子
ら
が
、
さ
っ
そ
く
祝
賀
の
句
を
送
っ
た
が
（
註
1
4
）
、
そ
の
中
に

去
御
方
の
御
家
督
を
祝
ひ
奉
り
て

（
完
全
）
　
す
ゑ
さ
か
へ
行
と
し
の
賀
や
御
家
督
　
門
村
飛
豊

の
句
も
あ
っ
た
。
兼
豊
は
凪
虎
サ
ロ
ン
の
一
員
で
あ
っ
た
が
、
ほ
ん
ら
い
江
戸

良
門
で
名
を
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
り
、
調
和
と
も
親
父
が
あ
っ
た
（
註
誓
。

年
頭
の
文
、
あ
づ
ま
へ
つ
か
は
す
と
て

（
四
書
）
　
春
や
と
き
礼
や
を
そ
し
と
申
状
　
　
　
西
山
毎
食

と
、
鼠
虎
の
も
と
へ
発
句
を
も
っ
て
年
賀
の
撰
拶
を
よ
こ
す
者
も
あ
り
、

去
御
方
よ
り
、
歳
暮
の
句
御
所
翼
の
時
、
書
付
侍
る

（
荒
至
）
　
む
ね
や
せ
は
き
寄
袋
さ
へ
と
し
の
く
れ
　
　
小
野
愚
侍

と
、
歳
暮
に
凪
虎
の
ほ
う
か
ら
発
句
を
所
望
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
愚
侍
は
三

州
富
田
住
で
、
す
で
に
『
夜
の
錦
』
に
十
二
句
以
上
入
貸
し
て
お
り
、
古
く
か

ら
風
虎
サ
ロ
ン
と
の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
が
、
近
年
、
仮
名
草
子
『
ね
ご
と

草
』
の
作
者
と
し
て
注
目
を
あ
び
て
い
る
（
註
1
6
）
。

或
御
方
に
て
御
所
望

（
一
圭
一
）
　
上
の
句
や
身
は
下
な
が
ら
花
の
陰
　
　
枝
村
吟
桧

こ
れ
は
風
虎
が
花
見
に
招
い
た
と
き
の
句
で
あ
ろ
う
。
吟
校
は
江
戸
住
な
の
で

こ
の
花
見
は
江
戸
の
風
虎
郡
に
お
い
て
催
さ
れ
た
も
の
か
。

み
ち
の
く
岩
城
に
て
月
見
侍
る
に
く
も
り
け
れ
ば

（
四
ハ
四
九
）
　
あ
の
関
の
名
こ
そ
お
し
け
れ
け
ふ
の
月
　
中
畑
乍
憧

こ
れ
は
風
虎
が
月
見
に
招
い
た
と
き
の
句
と
推
定
す
る
が
、
乍
恒
と
は
相
楽
等

窮
の
こ
せ
で
あ
る
。
彼
は
岩
城
に
近
い
須
賀
川
の
住
で
、
『
桜
川
』
に
十
二
句

入
境
す
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
も
、
風
虎
と
何
ら
か
の
交
渉
が
あ
っ
た
ら
し
く
考

え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
「
等
窮
は
晩
年
岩
城
毘
描
公
に
召
さ
れ
た
」
　
（
註
1
7
）

と
い
う
が
、
そ
れ
は
晩
年
に
な
っ
て
生
じ
た
新
し
い
関
係
で
は
な
く
、
す
で
に

寛
文
ご
ろ
か
ら
風
虎
の
知
遇
を
得
て
い
た
た
め
、
そ
の
旧
縁
に
よ
っ
て
霞
指
に

召
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。
等
窮
は
、
前
述
の
調
和
と
親
し
く
、
い
っ
ぽ
う

桃
青
（
芭
蕉
）
と
の
関
係
も
知
ら
れ
て
興
味
ぶ
か
い
人
物
で
あ
る
が
、
等
窮
と

桃
青
と
の
交
渉
が
、
あ
る
い
は
風
虎
サ
ロ
ン
を
媒
介
と
し
て
始
ま
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
感
じ
も
す
る
の
で
、
蛇
足
を
加
え
て
お
く
次
第
で
あ
る
。

四
　
風
虎
サ
ロ
ン
の
発
展
と
分
裂

凰
虎
サ
ロ
ン
の
第
三
期
は
、
延
宝
三
年
か
ら
延
宝
入
年
ま
で
（
風
虎
五
十
七

126



歳
か
ら
六
十
二
歳
ま
で
）
の
六
年
間
と
す
受
こ
の
時
期
の
特
記
す
べ
き
事
項

は
、
サ
ロ
ン
の
中
心
が
江
戸
に
・
ブ
つ
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
若
い
世
代
の
俳

人
詳
が
拾
頭
し
て
き
た
こ
と
、
風
虎
の
第
三
撰
集
『
信
太
の
浮
島
』
や
『
六
百

番
誹
謂
発
句
合
し
等
の
大
作
が
あ
い
つ
い
で
成
立
し
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

「
風
虎
の
江
戸
に
お
け
る
上
屋
敷
は
、
今
の
虎
の
門
田
近
で
、
江
戸
地
図
に

よ
る
と
城
涼
に
近
い
溜
池
添
い
に
在
っ
た
。
下
屋
敷
も
六
本
木
で
あ
っ
た
」

（
註
1
8
）
。
晴
れ
た
日
に
は
冨
士
も
見
え
て
、
眺
め
が
よ
か
っ
た
ら
し
い
。

江
戸
溜
池
の
辺
よ
り
冒
士
を
見
て

（
一
C
元
）
　
溜
池
に
う
つ
る
や
富
士
の
雲
な
だ
れ
　
　
風
山
（
風
虎
の
別
号
）

江
戸
の
風
虎
邸
に
は
、
若
い
俳
人
た
ち
が
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

う
し
て
、
こ
れ
が
江
戸
俳
壇
に
お
い
て
一
派
を
形
成
し
、
次
第
に
勢
力
を
も
っ

て
く
る
こ
と
に
な
る
。
風
虎
の
も
と
に
賃
ま
っ
た
若
い
俳
人
た
ち
は
、
す
べ
て

京
都
の
貞
門
系
で
、
た
と
え
ば
錐
舟
門
の
高
野
麟
山
や
、
季
吟
門
の
小
西
似
春

が
中
心
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
季
吟
門
の
山
口
信
章
（
素
望
）
・
松
尾

桃
青
（
芭
蕉
）
、
さ
ら
に
池
酉
言
水
（
錐
舟
門
か
）
　
ら
が
そ
の
周
辺
に
あ
っ

た
。
江
戸
に
お
け
る
風
虎
サ
ロ
ン
が
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
い
つ
ご
ろ
か

ら
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
か
を
、
私
は
い
ま
詳
ら
か
に
し
え
な
小
が
、
右
の
的

山
・
似
春
が
江
戸
に
移
住
す
る
寛
文
未
年
か
ら
延
宝
初
年
に
か
け
て
の
頃
、
と

考
え
て
よ
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
『
桜
川
』
の
成
立
と
あ
い
前
後
す
る
時
期
に

あ
た
る
わ
け
で
あ
る
。
両
人
と
も
『
桜
川
』
句
引
に
は
ま
だ
「
京
住
」
と
な
っ
て

お
り
、
延
宝
一
二
年
に
は
江
戸
で
そ
の
名
を
あ
ら
わ
し
は
じ
め
る
。

こ
の
延
宝
三
年
に
は
、
西
山
宗
因
が
、
風
虎
の
招
き
に
応
じ
て
江
戸
へ
や
っ

て
き
た
　
（
註
1
9
）
。
宗
田
は
、
こ
の
と
き
風
虎
邸
に
繹
在
し
た
の
で
、
こ
こ
に
出

入
り
を
許
さ
れ
て
い
た
幽
山
∴
似
赤
ら
は
、
風
虎
や
そ
の
家
臣
俳
士
に
ま
じ
っ

て
、
宗
因
と
一
座
す
る
機
会
を
持
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
江
戸
の
地
に

談
林
風
が
大
い
に
広
ま
り
．
、
風
虎
の
周
辺
は
、
に
わ
か
に
活
気
を
お
び
て
く
る
。

い
っ
ぽ
う
、
同
じ
く
宗
因
か
ら
置
励
の
一
句
を
う
け
て
花
や
か
な
活
動
を
始

め
る
田
代
桧
意
ら
『
談
杯
十
百
畠
』
の
一
派
が
あ
る
。
宗
因
の
東
下
を
契
椀
と

し
て
清
溌
な
活
動
を
は
じ
め
た
こ
れ
ら
二
つ
の
俳
人
グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
に
、
歴

史
的
な
地
盤
を
も
つ
古
風
の
一
団
－
神
田
探
々
子
・
岡
村
不
ト
・
岸
本
調
和
ら

が
　
隠
然
た
る
勢
力
を
も
っ
て
存
在
し
て
い
る
。
延
宝
年
間
の
江
戸
俳
壇
は
、

こ
う
し
て
三
つ
巴
の
戦
い
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
る
の
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
古
風
は
新
興
勢
力
に
押
さ
れ
、
江
戸
は
談
林
旋
風
の
吹
き

ま
く
る
巻
と
化
す
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
宗
因
を
招
い
て
江
戸
談
林
の
盛
行
の

契
桟
を
つ
く
っ
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
風
虎
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

功
は
大
い
に
賞
誤
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
風
虎
は
も
と
よ
り
江
戸
俳
壇
の

発
展
な
ど
を
意
図
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
単
な
る
個
人
的
要
請
で
招
い
た
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
偶
然
の
一
事
が
、
は
か
ら
ず
も
江
戸
俳
壇
ぜ
ん
た
い
に
串
運

を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。

廷
宝
初
年
の
江
戸
俳
壇
は
、
ま
だ
き
わ
め
て
小
さ
な
存
在
で
し
か
な
い
が
、

延
宝
三
年
以
後
の
数
年
問
に
見
せ
る
発
屋
は
、
欝
く
ヾ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の

数
年
問
に
お
い
て
、
俳
人
の
活
動
状
況
も
、
出
板
俳
日
数
も
、
京
・
大
坂
の
先

進
両
俳
壇
に
追
い
つ
き
、
延
宝
六
・
七
年
の
こ
ろ
に
は
完
全
に
三
部
鼎
立
の
か

た
ち
と
な
る
（
註
2
0
）
。
そ
の
中
か
ら
、
や
が
て
芭
蕉
を
生
み
、
江
戸
俳
壇
の

位
置
は
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
う
も
た
過
程
に
あ
っ

て
、
混
乱
の
中
に
も
活
気
に
み
ち
た
俳
壇
の
様
相
を
見
つ
め
る
こ
と
は
、
ま
こ

と
に
興
味
ぶ
か
い
の
で
あ
る
。

右
の
数
年
問
に
、
風
虎
サ
ロ
ン
が
果
し
た
役
割
は
大
き
い
。
延
宝
の
初
年
ご

ろ
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
た
的
山
・
似
春
の
一
派
は
、
京
都
か
ら
や
っ
て
き
て
、

江
戸
俳
壇
の
第
三
勢
力
と
し
て
入
り
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。
右
に
は
古
風
の
一
画
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が
隠
然
た
る
努
力
を
も
ち
、
左
に
は
急
先
鈴
の
か
た
ま
り
『
談
林
十
百
韻
』
の

一
派
が
た
む
ろ
し
て
い
る
江
戸
俳
壇
に
お
い
て
、
京
都
貞
門
荒
の
幽
山
・
似
春

一
派
は
、
良
門
か
ら
談
林
へ
の
移
行
を
元
し
、
穏
榎
な
る
進
歩
主
黄
の
立
場
を

と
っ
た
。
こ
の
第
三
勢
力
が
江
戸
俳
壇
の
主
導
権
を
容
易
に
得
る
こ
と
が
で
き

た
背
後
に
、
夙
虎
サ
ロ
ン
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
は
、
今
栄
蔵
氏
の

「
談
林
俳
講
史
」
な
ど
で
既
に
定
説
と
な
っ
た
観
が
あ
る
。

t
か
し
、
こ
れ
ま
で
や
や
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
風
虎
サ
ロ

ン
と
幽
山
・
似
春
ら
の
関
係
を
こ
ま
か
く
見
て
い
く
と
、
年
と
と
も
に
変
化
し

て
い
く
こ
と
に
気
づ
く
。
延
宝
一
二
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
は
、
ま
だ
幽
山
・
似

春
一
派
が
、
風
虎
サ
ロ
ン
の
恩
恵
を
充
分
に
う
け
、
そ
の
粋
の
中
で
活
動
し
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
が
、
延
宝
六
年
に
い
た
っ
て
彼
ら
は
風
虎
サ
ロ
ン
の
粋
を
般
り
、

新
し
い
皆
勤
の
段
帽
に
入
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
年
「
午
三
月
下
旬
」
の
日
付
で
出
板
さ
れ
た
幽
山
絹
『
江
戸
八
百
討
』

が
、
幽
山
の
江
戸
俳
壇
迩
出
の
第
一
作
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い

で
あ
ろ
う
。
幽
山
が
こ
こ
に
結
莞
し
た
新
勢
力
は
、
安
昌
・
采
冒
・
青
即
誓
言

水
・
如
流
二
鉄
・
泰
徳
で
、
風
虎
サ
ロ
ン
の
霜
雪
二
言
水
は
と
も
か
く
、
談

林
か
ら
転
向
し
た
一
鉄
ま
で
加
え
た
そ
の
顔
ぶ
れ
は
、
お
お
む
ね
寄
せ
集
め
と

い
う
べ
き
性
路
で
あ
っ
た
。
『
江
戸
八
百
揖
』
は
一
般
に
「
俳
風
革
新
の
第
一

声
を
挙
げ
た
も
の
」
　
（
俳
詔
大
辞
典
）
と
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
私
見
に
よ

れ
ば
、
幽
山
の
め
ざ
し
た
「
俳
風
革
新
」
は
必
ず
し
も
成
功
し
て
い
な
い
　
（
註

2
1
）
。
む
し
ろ
、
幽
山
が
風
虎
サ
ロ
ン
の
枠
か
ら
一
歩
ふ
み
出
し
、
（
出
板
活

動
を
す
る
こ
と
自
体
が
、
す
で
に
風
虎
サ
ロ
ン
の
性
路
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
）

独
立
し
た
活
動
を
始
め
る
点
に
こ
そ
、
よ
り
大
き
な
意
義
を
認
め
る
べ
き
で
は

あ
る
ま
い
か
。

そ
れ
に
し
て
も
、
幽
山
一
沢
の
有
力
な
メ
ン
バ
ー
と
見
ら
れ
る
似
春
・
桃
青

が
『
江
戸
八
百
鞘
』
け
加
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
早
く
も
こ
の
一
派
の
緒
頁

が
乱
れ
は
じ
め
た
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
し
、
一
方
に
は
江
戸
貞
門
の
根
づ
よ
い

地
紀
も
あ
っ
て
、
幽
山
一
派
の
前
途
に
は
き
び
し
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
幽
山
は
す
で
に
寛
文
頃
か
ら
調
和
と
結
び
、
天
和
・
氏
享
年
問
に
い
た
る

ま
で
不
即
不
離
の
状
態
を
保
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る

も
の
か
明
ら
か
で
な
い
　
（
註
2
2
）
。

こ
う
し
た
新
ら
し
い
情
勢
に
は
あ
ま
り
棺
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
凪
虎
の
第

三
撰
集
『
信
太
の
浮
島
』
の
絹
空
は
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
成
立
は

延
宝
五
年
以
後
と
推
定
さ
れ
る
が
、
現
存
し
な
い
の
で
、
そ
の
内
容
を
検
討
で

き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
延
宝
五
年
夙
虎
主
催
の
『
六
百
番
誹
詔
発
句
合
』

は
、
郡
部
の
作
者
六
十
人
を
動
員
し
た
最
大
規
模
の
句
合
で
、
判
者
を
つ
と
め

た
任
口
・
季
吟
・
絶
舟
は
、
い
ず
れ
も
風
虎
サ
ロ
ン
の
古
く
か
ら
の
常
連
で
あ

っ
た
。
作
者
六
十
人
の
う
ち
、
『
桜
川
』
に
入
質
す
る
も
の
は
四
十
人
あ
り
、

第
二
期
か
ら
ひ
き
つ
づ
き
風
虎
サ
ロ
ン
に
健
在
す
る
作
者
が
多
い
が
、
し
か
し

一
方
、
『
桜
川
』
に
入
栗
し
て
い
な
か
っ
た
無
名
の
作
者
群
が
、
こ
の
数
年
問

の
う
ち
に
風
虎
サ
ロ
ン
と
つ
な
が
り
を
持
っ
た
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
現
象
で

あ
っ
た
。
里
廷
宝
六
年
に
、
凪
虎
は
め
で
た
く
還
暦
を
迎
え
た
。
そ
れ
を
記
念

し
て
『
五
百
番
目
句
合
』
を
編
み
、
釈
任
口
に
判
詞
を
書
か
せ
た
。
、
と
き
に
任

ロ
は
七
十
三
歳
の
老
齢
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
憺
大
な
句
合
の
判
詞
を
一
身
に
ひ

き
う
け
、
み
ご
と
に
そ
の
大
任
を
は
た
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
一
達
の
大
撰
集
が
成
立
し
た
延
宝
中
期
の
数
年
問
は
、
風
虎
に
と
っ

て
作
品
の
賃
大
成
の
時
期
で
あ
っ
た
が
、
輿
質
的
に
風
虎
サ
ロ
ン
を
支
え
て
い

た
の
は
、
凪
虎
と
り
ま
き
の
家
臣
な
ど
概
ね
老
齢
者
や
無
名
俳
人
で
あ
っ
て
、

サ
ロ
ン
は
次
第
に
江
戸
俳
壇
の
動
き
と
没
交
渉
に
な
っ
て
い
っ
た
ら
し
く
推
測

さ
れ
る
。
幽
山
－
派
の
契
力
を
つ
け
た
苦
い
俳
人
た
ち
が
、
延
宝
中
期
に
め
ざ
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ま
し
い
活
動
を
す
る
こ
と
は
、
今
栄
蔵
氏
の
「
談
林
俳
諾
史
」
に
よ
っ
て
明
ら

か
で
あ
る
が
、
そ
の
時
期
の
幽
山
一
派
は
、
す
で
に
夙
虎
サ
ロ
ン
を
支
え
る
存

在
で
は
な
い
。

風
虎
サ
ロ
ン
に
も
、
お
の
ず
か
ら
消
長
が
あ
る
。
延
宝
四
年
に
玖
也
（
五
十

五
～
九
歳
位
）
が
没
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
延
宝
八
年
に
は
稚
舟
（
七
十

九
竜
）
が
、
翌
々
天
和
二
年
に
は
宗
因
　
（
七
十
八
歳
）
が
、
あ
い
つ
い
で
没

し
、
見
虎
は
有
力
な
ブ
レ
イ
ン
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
い
っ
ぽ
う
、
異
質
的
な

活
動
の
中
心
と
な
る
べ
き
幽
山
一
派
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
廷
宝
五
二
ハ

年
の
こ
ろ
か
ら
、
風
虎
サ
ロ
ン
の
梓
を
こ
え
て
鯨
ひ
ろ
い
創
作
活
動
を
戻
関
す

る
が
、
幽
山
は
桃
章
と
不
和
を
お
こ
し
た
よ
う
に
見
え
る
し
．
ま
た
幽
山
と
似

春
の
あ
い
だ
も
、
そ
れ
に
近
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
控
測
さ
せ
ら

れ
る
（
註
2
3
）
。
彼
ら
は
す
で
に
充
分
な
実
力
を
そ
な
え
、
独
力
で
も
活
躍
す
る

こ
と
の
で
き
る
状
態
で
あ
っ
た
。
幽
山
一
派
に
あ
っ
て
は
、
発
展
す
る
こ
と
が

同
時
に
分
裂
を
ひ
き
お
こ
す
原
因
と
な
っ
た
。
俳
壇
に
お
い
て
は
、
良
門
・
談

林
の
論
戦
が
は
げ
し
さ
を
増
し
、
混
乱
状
態
を
白
す
る
時
期
で
あ
る
。
風
虎
の

創
作
愚
民
か
ら
見
て
、
こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
彼
の
資
質
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の

が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
風
虎
サ
ロ
ン
の
役
割
は
、
こ
の
あ
た
り
で
ほ
ぼ
終
わ
る

の
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
、
露
清
の
動
き
は
、
父
風
虎
と
や
や
異
っ
た
傾
向
を
見
せ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
延
宝
六
・
七
年
に
あ
い
つ
い
で
出
板
さ
れ
た
言
水
編
『
江
戸

新
遺
』
、
不
ト
編
『
江
戸
広
小
路
』
、
千
春
編
『
仮
舞
台
』
　
（
註
2
4
）
が
い
ず

れ
も
巻
頭
に
毘
清
の
句
を
い
た
だ
い
て
い
た
の
は
、
単
な
る
偶
然
の
一
致
で
は

な
か
っ
た
は
ず
で
、
そ
こ
に
は
、
新
し
い
時
代
の
代
表
者
と
し
て
江
戸
俳
壇
に

迎
え
入
れ
ら
れ
た
霹
清
の
位
置
が
、
き
わ
め
て
象
徴
的
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い

た
。

五
　
風
虎
サ
ロ
ン
の
崩
壊

風
虎
サ
ロ
ン
の
第
四
期
は
、
天
和
元
年
か
ら
貞
享
二
年
ま
で
　
（
風
虎
六
十
三

歳
か
ら
六
十
七
歳
、
投
ま
で
）
　
の
五
年
間
と
す
る
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、

も
は
や
風
虎
の
活
動
に
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
「
風
虎
の
句
作
が
天
和
以
後

急
に
減
速
し
た
の
は
重
森
（
稚
舟
）
の
死
と
関
係
が
あ
ら
う
」
と
す
る
岡
田
利

兵
衛
氏
の
と
ら
え
方
は
的
確
で
あ
る
。
す
で
に
俳
壇
せ
ん
た
い
が
、
創
作
活
動
の

ゆ
き
づ
ま
り
に
よ
り
転
院
の
低
迷
を
続
け
る
、
暗
黒
の
谷
間
の
時
代
で
あ
っ
た
。

天
和
二
年
二
月
、
内
藤
家
に
は
一
つ
の
重
大
な
事
件
が
お
こ
っ
た
。
そ
れ
は

二
十
八
歳
の
鐸
清
が
、
突
如
と
し
て
　
（
註
2
5
）
疾
の
故
を
も
っ
て
退
身
し
、
家

督
を
弟
養
老
に
ゆ
ず
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
瞑
因
と
し
て
岡
田
利
兵
衛
氏
は

一
、
質
清
と
肴
孝
が
異
母
兄
弟
で
あ
っ
た
こ
と
。
二
、
風
虎
と
匪
清
は
「
御
父
子

ノ
問
不
和
ヲ
生
ジ
」
へ
『
囲
喝
）
た
ら
し
く
、
延
宝
五
年
に
、
鳳
虎
は
露
清

に
家
訓
を
与
え
て
い
る
。
三
、
家
老
校
賀
族
之
助
こ
と
紫
匹
の
陰
謀
等
件
に
ま
き

こ
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
の
三
つ
の
点
を
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。
家
老
の
紫

環
が
、
何
く
わ
ぬ
顔
で
俳
請
の
お
相
手
を
し
な
が
ら
、
じ
つ
は
主
家
芸
事
を
企

ん
で
い
た
と
は
、
風
浪
サ
ロ
ン
に
と
っ
て
思
い
が
け
な
い
暗
雲
で
あ
っ
た
。
退

身
し
た
露
清
は
、
赤
坂
溜
池
の
邸
か
ら
麻
布
六
本
木
に
移
っ
た
。
以
後
、
こ
の

毘
描
邸
が
、
風
虎
サ
ロ
ン
に
と
っ
て
か
わ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

六
　
お
　
わ
　
日
ソ
　
に

風
虎
サ
ロ
ン
の
前
期
と
後
期
と
の
あ
い
だ
に
は
、
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た

が
、
そ
れ
は
活
動
の
中
心
と
な
る
べ
き
人
物
の
大
幅
な
交
替
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
校
江
維
舟
・
北
村
季
吟
・
西
山
宗
因
・
桧
山
玖
也
ら
の
時

期
か
ら
、
高
野
幽
山
・
小
西
似
春
・
槙
屋
桃
青
・
池
西
富
水
ら
の
宿
毘
す
る
時
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期
へ
と
移
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
勢
力
交
替
に
よ
っ
て
、
風
虎

サ
ロ
ン
の
性
緒
は
、
膝
つ
き
あ
わ
せ
て
楽
し
む
閉
鎖
的
な
「
な
ぐ
さ
み
」
の
集

団
か
ら
、
一
変
し
て
、
江
戸
俳
壇
の
主
流
を
形
成
す
べ
き
体
制
へ
と
、
う
つ
り

か
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
変
化
に
よ
っ
て
、
凪
虎
サ
ロ
ン
は
、
安
泰
す
る
ど
こ
ろ
か
、

む
し
ろ
逆
に
、
分
裂
と
崩
毅
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
幽
山
・

似
春
・
桃
青
二
言
水
ら
の
あ
い
だ
に
は
、
感
情
的
に
し
っ
く
り
い
か
な
い
両
で

も
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
自
力
で
新
風
を
開
拓
し
よ
う
と
意
気
ど
ん
だ
彼

ら
は
、
め
い
め
い
が
独
立
し
て
、
活
動
を
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。

結
論
的
に
言
っ
て
、
私
は
、
今
栄
蔵
氏
の
「
（
風
虎
即
を
背
景
に
し
た
）
　
こ

の
一
団
は
か
く
て
い
よ
い
よ
精
彩
を
増
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
」
　
（
談
林
併
記

史
）
と
い
う
見
方
に
、
同
調
し
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
逆
に
、
風
虎
サ

ロ
ン
の
分
裂
と
崩
壊
の
過
程
を
と
お
し
て
、
薫
風
樹
立
を
把
担
す
べ
き
で
は
な

い
か
、
と
い
う
見
方
を
と
る
の
で
あ
る
。

風
虎
サ
ロ
ン
が
作
り
え
た
も
の
、
そ
れ
は
、
貞
門
・
談
林
を
あ
わ
せ
弄
ん
だ

い
か
に
も
大
名
ら
し
い
お
お
ら
か
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
京
都
貞
門
派
が
江
戸

俳
壇
に
進
出
し
、
や
が
て
、
三
軍
権
を
蜃
指
し
て
い
く
一
つ
の
拠
点
と
し
て
、
ま

た
芭
蕉
の
文
学
を
育
成
し
た
温
床
と
し
て
の
役
割
は
、
大
き
く
評
価
し
て
よ
い

と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
二
年
三
月
二
〇
日
稿
）

註
1
　
今
巣
蔵
氏
「
談
林
俳
記
史
」
　
（
明
治
賽
院
版
『
俳
句
講
座
1
』
、
昭
和

三
四
年
七
月
）
鈴
木
勝
忠
氏
「
談
林
」
　
（
国
文
学
、
昭
和
三
九
年
六
月
）

2
　
原
本
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
。
翻
刻
『
桜
川
」
（
昭
和
三
五
年
l
二
月
）
。

3
　
岡
田
利
兵
衛
氏
「
内
涼
風
虎
・
内
藤
尿
路
」
　
（
明
治
霞
院
版
『
俳
句
講

座
2
』
、
昭
和
三
三
年
一
一
月
）
一
六
二
頁
。

4
　
庶
太
京
都
市
新
玉
浮
島
神
社
戒
。
俳
書
責
刊
（
昭
和
一
一
二
年
四
月
）
。

5
　
岡
田
利
兵
衛
氏
「
桧
山
玖
也
東
下
り
富
士
一
見
記
」
　
（
国
語
国
文
、
昭

和
二
八
年
四
月
）
　
に
、
玖
也
の
没
年
を
延
宝
四
年
四
月
、
五
十
五
歳
か
ら

五
十
九
歳
の
間
と
考
証
し
、
『
俳
讃
大
辞
典
』
も
こ
の
説
を
う
け
て
い
る
。

風
虎
は
延
宝
四
年
に
五
十
八
歳
で
あ
る
か
ら
、
玖
也
と
ほ
ぼ
同
じ
年
令
と

い
え
る
。
ち
な
み
に
「
桜
川
覚
智
」
に
は
寛
文
六
年
五
十
一
歳
（
延
宝
四

年
六
十
一
歳
投
）
と
す
る
が
、
こ
れ
は
『
桜
川
』
所
収
句
に
付
さ
れ
た
日

付
の
憤
駅
を
誠
ま
っ
て
い
る
。

6
　
板
坂
元
氏
「
視
刻
夜
の
錦
」
　
（
近
世
文
芸
一
～
三
号
に
達
故
、
昭
和
二

九
年
l
〇
月
、
三
〇
年
一
〇
月
、
三
一
年
五
月
）
。
板
坂
元
氏
「
詞
林
金
玉

桑
に
つ
い
て
」
　
（
連
歌
俳
討
研
究
五
、
昭
和
二
八
年
一
〇
月
）
。

7
　
拙
稿
「
内
藤
風
虎
『
桜
川
』
作
者
索
引
」
　
（
近
世
文
芸
稿
入
、
昭
和
三

八
年
六
月
）
。
拙
稿
「
詞
林
金
玉
環
所
収
『
夜
の
錦
』
作
者
索
引
」
　
（
近

世
文
芸
稿
l
O
、
昭
和
四
一
年
七
月
）
　
に
よ
る
。

8
　
板
坂
元
氏
「
複
刻
夜
の
鏑
」
　
（
近
世
文
芸
一
）
　
の
解
題
に
い
う
。
1

芭
蕉
の
句
が
買
文
六
年
按
の
「
夜
の
釦
」
に
あ
っ
て
、
同
十
二
年
の
「
桜

川
」
に
見
出
さ
れ
な
い
の
は
、
主
君
輯
吟
に
先
立
た
れ
た
摸
索
期
で
も
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

9
　
荻
野
清
氏
「
俳
人
岸
本
調
和
の
一
生
」
　
（
国
語
国
文
、
昭
和
一
〇
年
四

月
）
　
に
い
う
。
・
1
－
－
惟
ふ
に
、
調
和
は
人
一
倍
社
交
性
に
富
ん
で
ゐ
た
と

思
は
れ
、
是
こ
そ
彼
を
し
て
江
戸
に
於
け
る
最
大
の
努
力
家
た
ら
し
め
る

も
っ
と
も
有
力
な
原
因
で
は
な
か
っ
た
ら
う
か
。
彼
が
最
善
と
し
た
門
人

獲
得
の
法
は
、
権
門
へ
の
接
近
だ
っ
た
ら
し
い
。
．
．

1
0
　
今
栄
試
氏
「
談
林
俳
詔
史
」
。
屋
形
仇
氏
「
薫
風
併
記
史
」
　
（
と
も
に

明
治
書
院
版
『
俳
句
講
座
1
』
所
収
）
。

・－130



1
1
　
杉
浦
正
一
郎
氏
『
芭
薫
研
究
』
　
（
昭
和
一
三
二
年
九
月
）
三
七
七
頁
。

㌣
拙
稿
「
内
藤
風
虎
主
催
句
合
考
並
作
者
索
引
」
　
（
近
世
文
芸
稿
二
、

昭
和
四
二
年
一
月
）
。

1
3
　
橋
本
冨
長
追
悼
（
あ
る
い
は
追
善
）
の
詞
書
は
、
『
桜
川
』
の
宍
雷
・

天
童
・
竺
畠
に
あ
る
。
ま
た
磯
江
耕
盛
追
悼
の
詞
雷
は
、
同
じ
く
芸
〓
に

あ
る
。
ほ
か
に
防
盛
追
慈
独
吟
百
冠
（
絶
舟
）
も
知
ら
れ
て
い
る
。

1
4
　
風
虎
の
家
督
和
紀
を
祝
し
た
詞
臼
は
、
『
桜
川
』
の
亨
三
亨
完
〓
・

荒
二
に
あ
る
（
季
吟
・
湖
春
・
錐
舟
・
如
自
）
。
季
吟
父
子
の
句
は
春
季
な

の
で
、
翌
年
春
に
な
っ
て
風
虎
家
督
を
知
り
祝
賀
句
を
送
っ
た
も
の
か
。

1
5
　
『
桜
川
』
三
九
〇
五
、
「
門
村
兼
机
鼠
あ
い
さ
つ
に
」
　
の
詞
事
を
も
つ
木
村

（
岸
本
）
調
和
の
発
句
が
あ
る
。

1
6
　
岸
待
蔵
氏
「
ね
ご
と
草
と
小
野
愚
侍
」
　
（
国
語
国
文
、
昭
和
三
九
年
一

一
月
）
。

1
7
　
荻
野
清
氏
「
須
賀
川
の
等
窮
」
　
（
『
芭
薫
論
考
』
昭
和
二
四
年
四
月
）

1
8
一
二
躇
勇
吉
氏
『
桜
川
』
覚
霞
（
大
東
急
記
念
文
錆
『
桜
川
』
所
収
、
昭

和
三
五
年
一
二
月
）
二
六
五
。

1
9
　
板
坂
元
氏
「
西
山
宗
因
研
究
－
延
宝
三
年
の
東
下
を
め
ぐ
っ
て
1
」

（
国
語
と
国
文
学
、
昭
和
二
八
年
三
月
）
。

2
0
　
今
栄
就
氏
「
談
林
俳
訝
史
」
　
（
前
出
）
。
米
谷
長
氏
「
延
宝
六
年
に
お

け
る
三
部
の
俳
壇
の
動
向
」
　
（
広
島
県
可
部
高
校
研
究
紀
顎
創
刊
号
、
昭

和
三
七
年
三
月
）
。

2
1
　
拙
稿
「
芭
蕉
諭
序
説
－
延
宝
期
の
桃
青
に
関
す
る
考
察
－
」
　
（
国
語
教

育
論
考
二
、
昭
和
四
〇
年
五
月
）
。

2
2
　
幽
山
編
『
誹
枕
』
　
（
延
宝
八
年
）
に
調
和
の
発
句
七
を
入
集
す
る
が
、

・
同
日
の
出
板
事
情
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
寛
文
年
間
の

作
品
が
多
く
ふ
く
ま
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
い
つ
ぽ
う
幽
山
の
発
句
は
、

調
和
編
『
富
士
石
』
　
（
延
宝
七
年
）
　
に
七
句
．
『
俳
詔
金
剛
砂
』
（
延
宝
未

年
）
に
二
句
、
『
置
林
一
句
』
　
（
天
和
三
年
）
に
は
入
莫
せ
ず
、
『
俳
誌

一
厘
』
　
（
兵
事
二
年
）
　
に
発
句
二
、
何
句
一
を
入
質
し
て
い
る
。

2
3
　
阿
辻
見
知
子
氏
「
芭
蕉
の
周
辺
－
幽
山
と
似
春
と
芭
蕉
と
の
関
係
を
め

ぐ
っ
て
ー
」
　
（
語
文
九
、
昭
和
三
五
年
六
月
）
。
な
お
拙
稿
「
芭
蕉
諭
序

説
－
延
宝
期
の
桃
青
に
関
す
る
考
察
－
」
　
（
前
出
）
で
、
幽
山
と
芭
燕
の

不
和
に
つ
い
て
、
少
し
た
ち
い
っ
た
考
察
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。

2
4
　
『
仮
舞
台
』
の
原
本
は
知
ら
れ
な
い
が
、
阿
誰
軒
の
俳
台
目
に
、

か
り
舞
台
　
妊
冥
七
空
耳
　
江
戸
八
歌
仙
　
　
千
春
作

者
㍍
　
か
り
恍
台
惣
役
者
な
り
花
の
山
　
雷
酒

と
あ
る
の
に
よ
っ
て
、
廷
宝
七
年
成
立
、
巻
頭
句
は
毘
清
と
知
ら
れ
る
。

2
5
　
岡
田
利
兵
衛
氏
は
「
突
如
と
し
て
」
と
い
う
表
現
を
し
て
お
ら
れ
る
。

外
見
上
は
、
い
か
に
も
突
然
の
出
来
事
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一

風
虎
・
霞
清
父
子
の
不
和
が
、
す
で
に
前
々
か
ら
あ
っ
た
こ
と
は
、
同
町
　
1
3
1

氏
の
あ
げ
ら
れ
た
理
由
の
二
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
風
虎
が
冒
猫
に
　
l

家
訓
を
与
え
た
の
は
廷
宝
五
年
で
あ
る
が
、
私
は
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
約
五

年
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
寛
文
末
・
廷
宝
初
年
の
こ
ろ
に
、
す
で
に
不
和
の
徴

僕
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
『
桜
川
』
　
〓
ニ

一
三
の
句
に
、

父
子
不
和
を
な
を
し
侍
り
て
　
呉
竹
の
ふ
し
の
中
よ
し
隻
の
子
　
桧
山
玖
也

と
あ
る
詞
臼
に
よ
る
。

1

広

島

大

学

助

手

1




